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車
を
含
む
違
法
駐
車
の
取
り
締
り
が
強
化
さ

れ
、
一
層
利
用
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
駐
車
場
で
の
二
輪
車
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
安
全
・
採
算
性
へ
の
懸
念
か
ら
、

事
業
者
は
消
極
的
で
あ
り
、
一
部
の
駐
車
場

に
お
い
て
、
利
用
者
の
要
望
を
受
け
、
主
に

月
極
め
で
行
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

本
市
中
心
部
に
お
い
て
、
新
た
な
駐
輪
場

の
確
保
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
今
後
、
市
営

駐
車
場
で
社
会
実
験
を
行
い
、
管
理
面
や
採

算
面
で
の
問
題
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
駐
車

場
で
の
二
輪
車
の
受
け
入
れ
拡
大
に
つ
な
げ

た
い
。
あ
わ
せ
て
、
民
間
に
よ
る
駐
輪
場
の

整
備
推
進
に
向
け
た
方
策
や
利
用
者
の
費
用

負
担
の
あ
り
方
な
ど
、
駐
輪
場
整
備
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
税
の
収
納
率
向
上
の
た
め
の
今
後

の
方
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
市
で
は
、
庁
内
に
未
収
金
対

策
協
議
会
と
い
う
横
断
的
な
組
織
を
設
置

し
、
市
税
等
の
各
種
未
収
金
の
収
納
率
向
上

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
17
年
度
市
税
収

入
の
収
納
率
は
91.5
％
で
、
前
年
度
比
0.6
％
の

増
を
見
込
ん

で
い
る
。

来
年
度
に

は
、
所
得
税

か
ら
住
民
税

へ
の
税
源
移

譲
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、

本
市
へ
の
影

響
額
は
約
31

億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
加
え
て
、
老
年
者
へ
の
課
税
見

直
し
や
定
率
減
税
の
全
廃
な
ど
に
よ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
徴
収
業
務
が
重
要
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

本
市
の
収
納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
未
収
金
対
策
協
議
会
で
検
討
を
行
い
、

16
年
度
に
特
別
滞
納
整
理
係
を
設
置
し
て
、

50
万
円
以
上
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
、
一
定

の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
収

納
率
向
上
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
差
し
押

さ
え
た
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実

施
し
た
ほ
か
、
来
年
度
か
ら
は
軽
自
動
車
税

の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

税
制
改
正
に
伴
う
市
民
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

平
成
16
年
度
の
税
制
改
正
で
老

年
者
控
除
の
廃
止
及
び
公
的
年
金
等
控
除
の

見
直
し
が
な
さ
れ
、
17
年
度
の
税
制
改
正
で

は
老
年
者
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
３
カ
年

で
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
広
報
な
が
さ
き

へ
の
掲
載
や
申
告
会
場
で
の
チ
ラ
シ
配
布
等

に
よ
り
周
知
徹
底
に
努
め
て
き
た
。
特
に
、

65
歳
以
上
の
寡
婦
や
障
害
者
に
つ
い
て
は
、

申
告
す
る
こ
と
で
、
税
が
非
課
税
ま
た
は
減

額
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
報
な

が
さ
き
９
月
号
に
市
・
県
民
税
の
所
得
控
除

の
申
告
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
の
記
事
を
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
同
じ
内
容
の
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
本
庁
や
支
所
の
窓
口
等
に
設
置
す
る
な

ど
、
そ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
市
民
の
立
場
に
立
ち
、
制
度

の
周
知
徹
底
に
努
め
、
申
告
漏
れ
等
で
市
民

が
不
利
益
を
こ
う
む
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉
用
具
貸

与
の
継
続
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

介
護
保
険
の
要
支
援
者
及
び
要

介
護
１
の
方
に
対
す
る
福
祉
用
具
貸
与
に
つ

い
て
は
、
特
殊
寝
台
・
車
い
す
・
床
ず
れ
防

止
用
具
・
体
位
変
換
器
・
認
知
症
老
人
徘
徊

感
知
機
器
・
移
動
用
リ
フ
ト
の
６
種
目
が
、

原
則
と
し
て
、
本
年
４
月
か
ら
保
険
給
付
対

象
外
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
要
介
護
認
定
の

認
定
調
査
で
身
体
の
状
況
に
よ
り
そ
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
。

長
崎
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

う
住
民
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

香
焼
地
区
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線

は
、
９
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
茂
里
町

―
本
村
間
が
全
て
恵
理
ま
で
の
運
行
と
な
っ

た
も
の
の
、
32
の
減
便
と
な
り
、
香
焼
地
区

全
体
で
は
利
便
性
が
低
下
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス
は
不
可
欠
な
公
共
交
通
機
関
で

あ
り
、
路
線
の
維
持
確
保
や
利
便
性
向
上
は

本
市
行
政
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
住

民
要
望
を
ダ
イ
ヤ
改
正
に
反
映
い
た
だ
け
る

よ
う
運
行
事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

本
市
の
流
木
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

７
月
中
旬
に
本
市
沿
岸
に
大
量
に
漂

着
し
た
流
木
に
つ
い
て
は
、
流
木
処
理
対
策

会
議
を
設
置
し
、
国
や
県
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
、
そ
の
除
去
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

県
に
お
い
て
、
本
市
や
県
市
長
会
等
の
要

望
を
踏
ま
え
、
漂
流
漂
着
ご
み
除
去
事
業
に

係
る
１
億
５
千
万
円
の
補
正
予
算
が
計
上
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
市
の
流
木
回

収
・
処
理
費
用
は

こ
の
補
助
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ

る
た
め
、
今
後
申

請
し
た
い
。

国
民
保
護
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の

基
本
姿
勢
と
核
攻
撃
を
想
定
し
た
国
の
基
本

指
針
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

国
民
保
護
計
画
の
策
定
は
、
市
町
村

に
義
務
付
け
ら
れ
た
法
定
受
託
事
務
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
策
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
そ
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
本
市

の
平
和
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
最
重
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